
　　たら

　　たらは漢字で書くと魚へんに雪で「鱈」と書きます。身の部分が雪

　のように白いことからつけられました。たらは日本の周りだけでも

　約90種類います。ですが、一般的にたらというと「まだら」という

　たらになります。日本では室町時代の最後からよく食べられるように

　なりました。また、武士の間では「死んでも生き返る活力のある魚」

　として好まれ、初タラは将軍家に献上されていました。
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